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7%

6%

通信

6%
自動車

6%
機械・設備

Financial

交通・運輸9%

消費財
13%

46%その他

コンピュータ・電機
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【調査回答者の属性】

アンケート実施概要
期間: 2009年1月
対象: 米国フォーチュン500社の経営幹部者
回答者数：155名

役職

23%

決定権を有する
経営者層

(CEO, COO, CFO)

77%

決定権を有する
経営者層に次ぐ層

(EVP, SVP)

産業別

企業活動地域

米国のみ11%

89%

グローバル

売上高

54%

10-100億

1%

5-10億

1%

5億未満

10%

1,000億以上

34%

100-
1,000億

地域別
ヨーロッパ: 78%
アジア太平洋地域: 
70%
南米: 69%
中東・アフリカ: 58%

【コスト削減にあたって直面する課題】（回答者の割合）

78%

39%

45%

61%

74%

86%

92%

簡単で成果の上がる
方策はし尽くした

不安定な経済状況による
目標の度重なる変更

更なるコスト削減のための
大規模投資の必要性

「終わりのない」コスト削減が
及ぼすモラルの低減

企業内でのコスト削減に
対する連携の欠如

労働組合の協力の欠如

事業部の協力の欠如
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【コスト削減と売上向上のための手段の優先度】

15

18

23

34

38

45

53

24

30

39

49

50

65

72

77

マーケティング活動の推進

国内事業者委託、内製化

海外委託、アウトソーシング

新規製品開発投資

新規事業・資産の買収

事業価値の見直し・活用

調達契約先の見直し

営業歩合制の変更

昇給凍結・給与体系の変更

管理職の削減

価格調整

変動支出の削減

積極的な資産管理

一律コスト削減

レイオフ

優先度高
100

優先度低
0

短期的
取り組み

中長期的
取り組み

【景気後退に対する企業の対応策】（回答者の割合）

7%

6%

33%

52%

1%

現状維持し、状況把握に努める

経済情勢が好転するまで
投資を抑制

コスト削減の取り組みを活発化

コスト削減と新たな成長への
投資を同時に実施

現状から優位に立つために
成長への投資を増加

コストと 成長への

投資の対応

現状維持

コスト対応のみ
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【コストと投資戦略についての地域別比較】（戦略に対する回答の割合）

【景気後退が売上高に及ぼす影響】（回答者の割合）

47%
29%24%

21%

44%
35%

39%39%

22%

15%

40%45% 17%21%

62%

成長への投資 コスト・投資の削減 現状維持

North America

N = 155

South / 
Latin 

America

N = 106

Europe 

N = 121

Middle East 
& Africa

N = 86

APAC N = 108

「コスト・投資
の削減」「現
状維持」の二
つが多い

「成長への投
資」が北米・欧
州よりも高い
割合を示す

25%以下の減少

26%以上の減少

変化なし

15%

44%

25%

25%以下の増加

26%以上の増加

13%

3%

減少

変化なし

増加

【景気後退が設備投資に及ぼす影響】（回答者の割合）

25%以下の減少

26%以上の減少

変化なし

18%

42%

33%

25%以下の増加

26%以上の増加

6%

1%

減少

変化なし

増加
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